
しもの診療所だより ６月号 
みなさんこんにちは。今月は食中毒のお話です。生きた微生物または

その産生した毒素を含む食物を摂取することによって起きる急性胃腸炎

を、細菌性食中毒といいます。細菌性食中毒は、６月から、夏をピーク

に、秋口の１０月まで高い発生率を示しています。最近では暖房などの

普及により冬にでも食中毒が発生することがあり、季節を問わず油断で

きません。 予防法や主な原因となる細菌の表を載せましたので参考に

してください。症状は下痢、嘔吐が中心で発熱をともなったり、風邪の

ような倦怠感のみのときもあります。便に血が混じったり、ふらつきや

尿がでなくなるような症状があればすぐに受診が必要です。 
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